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様々な情報や興味のあることに触

れ，新たな学びのきっかけにする。 

オンライン教材により，学習速度や

習得度等に応じた学習をする。 

感染症拡大や災害等による学校休業でも，

オンライン教材による学習や，遠隔会議ツ

ールで，学びの環境の維持継続を図る。 

紙媒体で配布していた学校・学年通信な

どによる連絡事項や健康観察を，端末を

通じて行う。 

遠隔会議等のコミュニケーション

ツールを活用し，人とのつながり

や多様な考えの大切さを学ぶ。 

市立図書館の電子書籍サービスを利

用し，多くの本に触れることで，見

識を広げたり，深めたりする。 

学習端末 

活用の目的 

学習端末の

使い方に見

られる課題 

 

ビデオカメラ機能を使用し，嫌が

る友人を撮影するような使い方が

なされていた。 

授業中に学習と関係のない使い方

（ゲームや YouTube，SNS，meetな

ど）を行い，授業に参加できてい

ない生徒がいた。 

画面に集中してしまい，教員の指

示を聞くことができていない生徒

がいた。 

Google classroom のストリーム

に，全体には関係ない個人の発言

や，日常会話のようなコメントが

書かれていた。 

上記のように，本来の学習端末の活用の目的と合わない使用のされ方が行われているという実態があ

ります。今一度，学習端末が配布された目的を再確認し，正しい使い方をしてください。 

そして，学習端末を正しく上手に使いこなせるようになりましょう。 

下記資料には，家庭でのルールやインターネット，スマホなどの注意点が掲載されています。家でも話

をしてください（ページをもどると以下の資料が掲載されています）。 

資料１ 「話し合っていますか？家庭のルール」  

資料２ 「インターネットにつなぐとき」  

資料３ 「ちょっと待って！スマホ時代のキミたちへ」  

 


